〇　招　集　告　示
坂戸・鶴ヶ島消防組合告示第３号
　平成２３年７月８日第２回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会を坂戸・鶴ヶ島消防組合消防本部に招集する。
　　　平成２３年６月２７日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　坂戸・鶴ヶ島消防組合管理者　　伊　利　　　仁　　
〇　会　　期
　　平成２３年７月８日　１日間
　　　　　　　　　　　　　　　　〇応招・不応招議員
応招議員（８名）
　　　　　１番　　　新　　井　　文　　雄　　　　　　　　　２番　　　松　　村　　和　　子
　　　　　３番　　　内　　野　　嘉　　広　　　　　　　　　４番　　　水　　村　　義　　篤
　　　　　５番　　　藤　　野　　　　　登　　　　　　　　　６番　　　山　　中　　基　　充
　　　　　７番　　　吉　　岡　　修　　二　　　　　　　　　８番　　　石　　川　　　　　清
不応招議員（なし）
平成２３年第２回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会
〇議事日程（第１号）　平成２３年７月８日
　日程第１　議席の指定について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　日程第２　会議録署名議員の指名について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　日程第３　会期の決定について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　日程第４　諸報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　議員の任期満了に伴う選挙の結果について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　現金出納検査の結果について（監査報告第２号）　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　日程第５　副議長の選挙について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　日程第６　議案第　６号　専決処分の承認を求めることについて（坂戸・鶴ヶ島消防組合職員の給与に関
　　　　　　　　　　　　　する条例の一部を改正する条例関係）　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　日程第７　議案第　７号　専決処分の承認を求めることについて（平成２３年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一
　　　　　　　　　　　　　般会計補正予算（専決第１号）関係）　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　日程第８　議案第　８号　坂戸・鶴ヶ島消防組合監査委員の選任について　　　　　　　　　　　　　　
　日程第９　議案第　９号　財産の取得について（高規格救急自動車）　　　　　　　　　　　　　　　　
　日程第10　議案第１０号　財産の取得について（消防ポンプ自動車）　　　　　　　　　　　　　　　　
　日程第11　一般質問　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
午前１０時００分開会
　出席議員（８名）
　　　　　１番　　　新　　井　　文　　雄　　　　　　　　　２番　　　松　　村　　和　　子
　　　　　３番　　　内　　野　　嘉　　広　　　　　　　　　４番　　　水　　村　　義　　篤
　　　　　５番　　　藤　　野　　　　　登　　　　　　　　　６番　　　山　　中　　基　　充
　　　　　７番　　　吉　　岡　　修　　二　　　　　　　　　８番　　　石　　川　　　　　清
　欠席議員（なし）
　説明のための出席者
　　　管理者　　　伊　　利　　　　　仁　　　　　　　副管理者　　　藤　　縄　　善　　朗
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会　　計　　　　　　　　　　　　　
　　　監査委員　　　小　　室　　利　　夫　　　　　　　　　　　　　　市　　川　　なお美
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　管理者　　　　　　　　　　　　　
　　　消防長　　　石　　井　　利　　幸　　　　　　　次　　長　　　田　　畑　　美紀雄
    　次　　長　　　斉　　藤　　幸　　憲　　　　　　　庶務課長　　　加　　藤　　公　　司
　　　予防課長　　　長　　澤　　之　　幸　　　　　　　警防課長　　　宇津木　　三十夫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　坂　　戸
　　　指令課長　　　長谷川　　正　　夫　　　　　　　　　　　　　　小　　川　　泰　　人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　消防署長
　　　鶴ヶ島
　　　　　　　　　　小　　島　　一　　男
　　　消防署長
　事務局職員出席者
　　　書　　記　　　髙　　橋　　長　　美　　　　　　　書　　記　　　齊　　藤　　清　　巳
　　　書　　記　　　庄　　司　　圭　　呂　　　　　　　書　　記　　　沼　　田　　淳　　司
　　　書　　記　　　林　　　　　辰　　哉
　　　◎開会及び開議の宣告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（午前１０時００分）
〇水村義篤議長　議員の皆さん、おはようございます。
　　現在の出席議員８人全員でございます。
　　よって、定足数に達しておりますので、ただいまから平成23年７月第２回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会を開会し、直ちに本日の会議を開きます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議長のあいさつ
　　　　（水村義篤議長起立）
〇水村義篤議長　議事に先立ちまして一言ごあいさつを申し上げます。
　　本日、平成23年７月第２回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会を開会いたしましたところ、議員各位におかれましては、公私ともにお忙しい中をご出席いただき、ここに開会の運びとなりましたことに対しまして、厚く御礼を申し上げます。また、説明者におかれましても、お忙しい中、管理者並びに副管理者をはじめ関係者のご出席をいただき、厚く御礼を申し上げる次第でございます。
　　なお、山中基充議員、松村和子議員、内野嘉広議員さんにおかれましては、去る４月24日に執行されました鶴ヶ島市議会議員一般選挙におきましてご当選され、また５月10日開催の鶴ヶ島市議会臨時会におきまして、消防組合議員に選出をされましたことに対し、心からお喜びを申し上げる次第でございます。
　　さて、既にご承知のとおり、去る３月11日午後２時46分に三陸沖を震源とするマグニチュード9.0の東北地方大平洋沖地震が発生し、東北地方から関東地方までの大平洋沿岸では、津波により大きな被害がありました。この地震による死者、行方不明者は２万人以上に上ると言われております。被災されました方々に対しまして、衷心よりお悔やみを、そしてお見舞いを申し上げる次第であります。
　　また、今回緊急消防援助隊埼玉県隊として、震災直後から岩手県陸前高田市及び福島県本宮市の両被災地におきまして、昼夜を問わず活動されました本消防組合職員のご労苦に対しまして、心から敬意を表するものでございます。今後もこうした大災害の状況を踏まえながら、当面する消防行政に対処するとともに、地域住民の安全を確保し、災害に強いまちづくりの実現を目指して消防施設の整備、充実及び消防力の強化等、計画的な消防行政が推進されますことを切に念願するものでございます。
　　本日は、「専決処分の承認を求めることについて（坂戸・鶴ヶ島消防組合職員の給与に関する条例の一部を改正する条例）」関係をはじめ５議案が提出されております。本組合充実のため、何とぞ慎重審議の上、適切なるご議決を賜りますとともに、議事の運営につきまして格別のご協力を賜りますようお願いを申し上げまして、開会のごあいさつといたします。
　　　　（水村義篤議長着席）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎仮議席の指定
〇水村義篤議長　この際、議事の進行上、去る５月10日鶴ヶ島市臨時議会において選出されました議員の仮議席を指定いたします。
　　仮議席は、ただいまご着席の議席と指定いたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議事日程の報告
〇水村義篤議長　議事日程につきましては、お手元に配付のとおりです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議席の指定について
〇水村義篤議長　直ちに本日の議事に入ります。
　　日程第１・「議席の指定について」を行います。
　　鶴ヶ島市臨時議会による消防組合議会議員の選出に伴い、新たに消防組合議員となられました議員の議席を、会議規則第３条第１項の規定により、議長において
　　２番、松村和子議員、３番、内野嘉広議員、６番、山中基充議員と指定いたします。
　　暫時休憩いたします。
　　　　休憩　午前１０時０４分
　　　　再開　午前１０時０５分
〇水村義篤議長　休憩前に引き続き会議を開きます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎会議録署名議員の指名について
〇水村義篤議長　日程第２・「会議録署名議員の指名について」を行います。
　　会議録署名議員は、会議規則第88条の規定により、議長において
　　５　番　　藤　　野　　　　　登　議員
　　７　番　　吉　　岡　　修　　二　議員
　の両議員を指名いたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎会期の決定について
〇水村義篤議長　日程第３・「会期の決定について」を議題といたします。
　　お諮りいたします。今期定例会の会期は、本日１日といたしたいと思います。これにご異議ありませんか。
　　　　（「異議なし」の声）
〇水村義篤議長　ご異議なしと認めます。
　　よって、平成23年７月第２回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会の会期は、本日１日と決定いたしました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎諸報告
　　　　　議員の任期満了に伴う選挙の結果について
　　　　　現金出納検査の結果について（監査報告第２号）
〇水村義篤議長　日程第４・「諸報告」をいたします。
　　はじめに、去る４月24日に執行されました鶴ヶ島市議会議員一般選挙においてご当選され、また５月10日の鶴ヶ島市臨時議会において坂戸・鶴ヶ島消防組合議会議員として新たに山中基充議員、松村和子議員、内野嘉広議員の３名がご当選されました。今後消防組合議会議員としてご活躍していただくわけでございますけれども、よろしくお願いいたします。
　　次に、監査委員より、平成23年１月分から５月分の現金出納検査の結果報告がありました。お手元に配付しておきましたので、ご了承願います。
　　次に、今期定例会に議事説明者として出席通知のありました者の職・氏名並びに事務局職員の職・氏名を一覧表として配付しておきましたので、ご了承願います。
　　以上で諸報告を終わります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎副議長の選挙について
〇水村義篤議長　日程第５・「副議長の選挙」についてを行います。
　　お諮りいたします。
　　選挙の方法といたしましては、指名推選と投票による方法がありますが、いずれの方法で行ったらよろしいでしょうか。
　　　　（「指名推選で」の声）
〇水村義篤議長　８番・石川清議員。
〇８番（石川　清議員）　指名推選でお願いしたいと思います。
〇水村義篤議長　暫時休憩いたします。
　　　　休憩　午前１０時０７分
　　　　再開　午前１０時０７分
〇水村義篤議長　再開いたします。
　　ただいま８番、石川清議員より指名推選により行いたいとの発言がありましたが、これにご異議ありませんか。
　　　　（「異議なし」の声）
〇水村義篤議長　ご異議なしと認めます。
　　よって、副議長選挙の方法は、指名推選によることに決定いたしました。
　　お諮りいたします。被選挙人の指名について、８番、石川清議員において指名することといたしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。
　　　　（「異議なし」の声）
〇水村義篤議長　ご異議なしと認めます。
　　よって、８番・石川清議員において指名することに決定いたしました。
　　８番・石川清議員、ご指名をお願いいたします。
〇８番（石川　清議員）　山中議員さんを副議長に推薦いたします。
〇水村義篤議長　お諮りいたします。
　　ただいま８番、石川清議員において指名いたしました６番・山中基充議員を副議長の当選人と決定することにご異議ありませんか。
　　　　（「異議なし」の声）
〇水村義篤議長　ご異議なしと認めます。
　　よって、ただいま６番・山中基充議員が副議長に当選されました。
　　ただいま副議長に当選されました６番、山中基充議員が議場におられますので、本席から会議規則第31条第２項の規定により告知をいたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎副議長就任のあいさつ
〇水村義篤議長　６番・山中基充議員にごあいさつをお願いいたします。
　　　　（山中基充副議長登壇）
〇山中基充副議長　６番、山中基充でございます。ただいま指名推選という形でございますから、全員の賛成をいただきまして、当組合の副議長に選任をしていただきました。まことにありがとうございました。このたびの３月11日に発生をいたしました東日本大震災を見るまでもなく、この地域の消防というものの大切さというものを改めて感じている一人として、その責務にしっかりと当たっていきたいというふうに思っております。また、副議長として議長を支えていきたいというふうに決意をしております。どうかここにいらっしゃる皆様方のご指導、ご鞭撻をお願いを申し上げまして、私の就任のごあいさつとさせていただきます。本日はまことにありがとうございました。
　　　　（山中基充副議長降壇）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第６号～議案第１０号の一括上程について
〇水村義篤議長　お諮りいたします。
　　日程第６・議案第６号・「専決処分の承認を求めることについて（坂戸・鶴ヶ島消防組合職員の給与に関する条例の一部を改正する条例関係）」から日程第10・議案第10号・「財産の取得について（消防ポンプ自動車）」までを一括議題とすることにご異議ございませんか。
　　　　（「異議なし」の声）
〇水村義篤議長　ご異議なしと認めます。
　　よって、そのように決定いたしました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第６号～議案第１０号の一括上程、説明
〇水村義篤議長　日程第６・議案第６号・「専決処分の承認を求めることについて（坂戸・鶴ヶ島消防組合職員の給与に関する条例の一部を改正する条例関係）」から日程第10・議案第10号・「財産の取得について（消防ポンプ自動車）」までを一括議題といたします。
　　議案につきましては、お手元に配付しておきましたので、ご了承願います。
　　提案理由の説明を求めます。
　　伊利管理者。
　　　　（伊利　仁管理者登壇）
〇伊利　仁管理者　議員の皆様、おはようございます。
　　本日ここに、平成23年７月第２回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会を招集申し上げましたところ、議員各位におかれましては、極めてご多用の中にもかかわりませず全員の方のご出席をいただき、重要案件のご審議をいただきますことは、当組合発展のためにまことに喜びにたえないところであり、衷心より厚く御礼を申し上げる次第であります。
　　また、鶴ヶ島市選出の議員各位におかれましては、去る４月に執行されました鶴ヶ島市議会議員一般選挙におきましてめでたくご当選をされると同時に、鶴ヶ島市臨時議会におきまして、当組合議会議員に当選をされましたことに対し、心からお喜びを申し上げるとともに、組合行政につきましてご指導、ご支援を賜りますようにお願いを申し上げる次第であります。
　　なお、３月11日14時46分に発生をいたしました東北地方大平洋沖地震で被災された方々の御霊に対しまして、衷心よりお悔やみを申し上げますとともに、被災地の一日も早い復興をお祈りするものであります。
　　それでは、ただいま議題となっております議案第６号から議案第10号までの５件につきまして、順次提案の理由を申し上げます。
　　まず、議案第６号・「専決処分の承認を求めることについて（坂戸・鶴ヶ島消防組合職員の給与に関する条例の一部を改正する条例関係）」でありますが、人事院勧告を尊重するという基本姿勢に立ち、正規の勤務時間外における１カ月について60時間を超えて勤務した時間に対する時間外勤務手当に係る時間の積算の基礎を変更する等、所要の改正をいたした次第であります。実施時期につきましては、平成23年４月１日といたしたく、３月30日、本件を専決処分いたしましたので、地方自治法第179条第３項の規定により本案を提出した次第であります。
　　次に、議案第７号・「専決処分の承認を求めることについて（平成23年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計補正予算（専決第１号）関係）」でありますが、３月11日に発生いたしました東北地方大平洋沖地震により甚大な被害を受けました岩手県陸前高田市及び福島県本宮市の被災地に、緊急消防援助隊埼玉県隊として消防隊、あるいは救急隊を派遣をいたしましたところでありますが、その活動経費として、鶴ヶ島池ノ台病院の石井理事長さんから貴重な20万円の寄附をいただき、隊員の非常食に充当をさせていただくため、平成23年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計予算につきまして緊急に補正を行う必要が生じましたため、平成23年４月14日付で本件を専決処分いたしましたので、地方自治法第179条第３項の規定により本案を提出した次第であります。
　　次に、議案第８号・「坂戸・鶴ヶ島消防組合監査委員の選任について」でございますが、議員のうちから選任されておりました髙橋剣二監査委員が平成23年４月30日で任期満了となり、その後任者として慎重に検討いたしました結果、内野嘉広議員を最適任者として選任することについてご同意を得たく、坂戸・鶴ヶ島消防組合規約第12条第２項の規定により本案を提出するものであります。
　　次に、議案第９号・「財産の取得について（高規格救急自動車）」でありますが、現在の車両は、平成13年８月に稼働を開始し、坂戸消防署東分署の一線車両として９年が経過するとともに、走行距離が21万キロを超えたことから更新配備を計画し、消防防災及び消防体制の整備充実を図るために更新するものであります。車両につきましては、高規格救急自動車専用シャーシとし、これまでの高規格救急自動車同様、高度救命用資機材を積載をいたしました。
　　納入業者につきましては、地方自治法施行令第167条の規定に基づき、指名競争入札の方法により決定することとし、去る５月23日に開催された坂戸・鶴ヶ島消防組合工事請負業者等指名委員会におきまして、埼玉トヨタ自動車株式会社鶴ヶ島店、埼玉日産自動車株式会社フリート営業部の２社を選定をし、５月31日の仕様書説明会を経て、６月７日に入札いたしました結果、最低価格を提示した埼玉トヨタ自動車株式会社鶴ヶ島店と税込み価格3,003万円で契約することにしたいので、本案を提出した次第であります。
　　なお、納入期限につきましては、平成24年３月16日といたしたいと存じます。
　　次に、議案第10号・「財産の取得について（消防ポンプ自動車）」でありますが、現在の車両は、平成８年12月に稼働を開始し、鶴ヶ島消防署の一線車両として14年が経過するとともに、ＮＯｘＰＭ法にも該当する車両でありますことから、消防車両の更新配備を計画をし、消防防災及び消防体制の整備充実を図るため、更新するものであります。車両の仕様につきましては、ＣＤ―Ⅰ型の消防専用シャーシに高圧２段バランスタービンポンプ、車両後部に油圧昇降装置による軽量ホースカー等を装備いたしました。納入業者につきましては、地方自治法施行令第167条の規定に基づき、指名競争入札の方法により決定することとし、去る５月23日に開催されました坂戸・鶴ヶ島消防組合工事請負業者等指名委員会におきまして、ジーエムいちはら工業株式会社、小池株式会社、日本機械工業株式会社本社営業部、株式会社野口ポンプ製作所、日本ドライケミカル株式会社車輌営業部、株式会社モリタ東京営業部の６社を選定をし、５月31日の仕様書説明会を経て６月７日に入札をいたしました結果、最低価格を提示した株式会社モリタ東京営業部と税込み価格2,931万6,000円で契約することとしたいので、本案を提出した次第であります。
　　なお、納入期限につきましては、平成24年３月16日といたしたいと存じます。
　　以上、議案第６号から議案第10号までの５件につきまして提案理由を申し上げましたが、何とぞ慎重ご審議の上、速やかなるご議決を賜りますようにお願い申し上げ、提案理由の説明といたします。
　　　　（伊利　仁管理者降壇）
〇水村義篤議長　以上をもって提案理由の説明は終わりました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第６号の質疑、討論、採決
〇水村義篤議長　これより各案件につき単独質疑、討論、採決に入ります。
　　最初に、日程第６・議案第６号・「専決処分の承認を求めることについて（坂戸・鶴ヶ島消防組合職員の給与に関する条例の一部を改正する条例関係）」に対する質疑に入ります。
　　１番・新井文雄議員。
〇１番（新井文雄議員）　１番、新井文雄です。議案第６号・「専決処分の承認を求めることについて（坂戸・鶴ヶ島消防組合職員の給与に関する条例の一部を改正する条例）」について１点質疑をいたします。
　　３月30日付で専決処分をしたということであります。今回の条例改正の主な詳しい内容、そしてその理由についてお聞きします。
〇水村義篤議長　加藤庶務課長、答弁。
〇加藤公司庶務課長　お答え申し上げます。
　　はじめに、今回の条例改正の主な内容についてでございますが、時間外勤務手当につきまして、労働基準法及び人事院規則改正の取り扱いを踏まえ、平成22年４月１日施行の給与条例改正において、月60時間を超える時間外勤務に係る時間外勤務手当の支給割合の引き上げを行ったところでございます。今回の改正につきましては、時間外勤務手当に係る時間の積算基礎について、日曜日、またはこれに相当する日の勤務を月60時間の時間外勤務の積算の基礎に含めるという内容でございます。
　　次に、改正の理由についてでございますが、人事院が実施した調査結果によれば、民間企業の60.1％が日曜日、またはこれに相当する日の勤務を月60時間の時間外勤務の積算の基礎に含めており、公務員においても、民間企業の実態に合わせるため人事院規則が改正されたことに伴い、人事院勧告制度を尊重するという基本姿勢に立ち、行ったものでございます。
　　以上でございます。
〇水村義篤議長　１番・新井文雄議員。
〇１番（新井文雄議員）　60時間を超える時間外労働ということで、休日も含めるということで、民間では多くというふうに先ほどありましたけれども、実際にはもう10年も15年も前から民間はやっていたことで、遅きというふうに、ちょっと４月１日から行うということで、当然内容については問題ないというふうに思います。これまで１カ月で60時間を超えた事例について、最近どのぐらいあったのかお伺いをします。
〇水村義篤議長　加藤庶務課長、答弁。
〇加藤公司庶務課長　お答え申し上げます。
　　平成18年度までさかのぼって５年間の事例を調べましたところ、１カ月で60時間を超えた事例につきましては、平成18年７月に予防課で２名、平成21年４月に庶務課で１名、合計３名の事例がございました。主な要因といたしましては、予防課職員が情報公開に係る公開書類等の作成事務、また庶務課職員につきましては、４月の人事異動等に伴い、担当者の入れかえによるものでございます。特に４月は、庶務課においては繁忙期となることから、あらかじめ課内で応援体制等長時間勤務の軽減の対策を図っておりましたが、結果として１名が60時間を超えることとなりました。
　　以上でございます。
〇水村義篤議長　１番・新井文雄議員。
〇１番（新井文雄議員）　過去３名ということで、ほとんど行われていないということはわかりました。職員の残業時間の関係なのですけれども、最近１人平均どのくらいで推移をしているのかと、どのような部署がこの残業が多いのか。そして、ここ数年の多くなっているのか少なくなっているのか、その辺についてお伺いします。
〇水村義篤議長　加藤庶務課長。
〇加藤公司庶務課長　お答え申し上げます。
　　職員の時間外勤務につきまして、過去３年間の実績で申し上げますと、平成20年度の１人平均が月９時間20分、21年度が10時間20分、22年度が９時間30分となっており、おおむね一月10時間前後で推移しております。また、部署につきましては、例年庶務課が多くなっている状況でございます。さらに、ここ数年の増減状況につきましても、傾向としては変わらない状況でございます。
　　以上でございます。
〇水村義篤議長　ほかに。
　　　　（「なし」の声）
〇水村義篤議長　質疑を終結いたします。
　　これより討論に入ります。
　　　　（「なし」の声）
〇水村義篤議長　討論なしと認め、討論を終結いたします。
　　これより議案第６号を採決いたします。
　　本案は原案のとおり承認することにご異議ありませんか。
　　　　（「異議なし」の声）
〇水村義篤議長　ご異議なしと認めます。
　　よって、本案は原案のとおり承認されました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第７号の質疑、討論、採決
〇水村義篤議長　次に、日程第７・議案第７号・「専決処分の承認を求めることについて（平成23年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計補正予算（専決第１号）関係）」に対する質疑に入ります。
　　２番・松村和子議員。
〇２番（松村和子議員）　議案第７号・「専決処分の承認を求めることについて（平成23年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計補正予算）」につきまして質疑を行います。
　　質疑は１点だけなのですけれども、今回の３月11日に発生いたしました東日本大震災で、本当に今回消防隊員の皆さん、頑張って活躍なされてきたということで、本当に心から敬意を表したいと思いますが、その援助をするために鶴ヶ島の池ノ台病院石井理事長のほうから20万円の緊急消防隊活動寄附金が寄せられて、それを専決処分したということでございます。余り詳しいことも何かと思いますけれども、食糧費として計上されておりますが、これはどのようなものを購入して役立ってきたのかというのが１つ。
　　それから、もう一つは、今回消防庁長官の指示ということで行かれたということで、活動内容については、詳しく私たちもお伺いはしているのですが、総括として、大体どのぐらいの援助内容で、簡単で結構です。今回の震災を教訓として行かれた中で、どのような今後の坂戸・鶴ヶ島管内での教訓として生かせるかということでお伺いしておきたいと思います。
〇水村義篤議長　加藤庶務課長。
〇加藤公司庶務課長　ただいまの松村議員さんのご質問のうち庶務関係についてお答え申し上げます。
　　まず、ご寄附をいただいた関係の使途の関係でございますが、ご寄附の趣旨から食糧費に充当させていただきたく、今回消費した緊急消防援助隊用の非常食等の購入準備を現在進めているところでございます。また、その非常食の内容でございますが、レトルト御飯、カップみそ汁等を中心に、レトルトのカレー、牛丼等、埼玉県緊急消防援助隊の統一品目の主食をはじめといたしまして、副食の缶詰等でございます。
　　以上でございます。
〇水村義篤議長　宇津木警防課長、答弁。
〇宇津木三十夫警防課長　東日本大震災につきまして、消防組合の活動内容について簡単にご説明いたします。
　　３月11日に発生いたしました東日本大震災で、消防組合としては、初めて緊急消防援助隊として消防車１台及び救急車１台を岩手県陸前高田市へ派遣いたしました。派遣しました期間は、消防隊が３月11日から20日までの10日間、救急隊は23日までの13日間で、派遣した人員は、消防隊が２次隊まで延べ10名、救急隊は３次隊まで９名でございました。そのほかに支援隊として２隊、計３名を派遣いたしましたので、派遣した人員は延べで22名でございました。主な任務は、消防隊につきましては、行方不明者の検索、救急隊は、被災地の傷病者の搬送でございました。行方不明者については２名を発見し、傷病者の搬送については６名でございました。また、福島県本宮市へは、救急隊を３月26日から４月10日までの16日間にわたり計13名を派遣いたしました。主な任務は、福島原発から20から30キロ圏内の自主避難困難者の搬送でございました。消防組合といたしましては、約１カ月間にわたり支援隊を含め11隊35名の人員を派遣いたしました。
　　次に、この派遣で得たものということですが、今回の派遣では派遣した職員、送り出す職員とも初めての経験でありましたので、日ごろの訓練では養うことのできない精神的な部分が最も貴重な体験であったと感じております。特に派遣職員にあっては、現地の厳しい環境下での活動を通じて、消防人として大きく成長したものと思っております。
　　また、寒さの厳しい環境での活動を経験いたしましたことから、装備品につきましても被災地に見合ったものに見直しを行っているところでございます。
　　以上でございます。
〇水村義篤議長　２番・松村和子議員。
〇２番（松村和子議員）　２番、松村。再質疑を行います。
　　ご答弁ありがとうございました。大変ご苦労さまでございました。再質疑なのですけれども、１つは、やはり現地も非常に厳しい状況の中で、いろんな炊き出し活動もテレビなんかでも見ましたけれども、非常にレトルトとか缶詰とか、そういう簡易的なものが食料としては多かったような今印象を受けたのですけれども、体調を崩された方とか、そういう問題はなかったのかどうか。
　　もう一つは、福島原発から非常に20キロから30キロということで、放射能も内部被曝、外部被曝ともに非常に風向きによっては厳しい、ところどころによって厳しい問題もありますので、この点については、そうした事後の体調の管理というのですか、そのデータをどういうふうに考えているのか、その辺の点がちょっと気にかかったのでお伺いしたいのと、もう一つは、今回は消防庁長官の指示ということだったので、今回の援助隊の補正予算は、一切ここには組まれていません。経費などもかかったと思うのですが、その経費についてはどのように、今回補正で出ていないので、今算出中というふうにも思いますけれども、緊急消防の交付要綱などに基づいた、そういった予算といいますか、経費はどのようにつくのかということでお尋ねしておきたいと思います。
〇水村義篤議長　宇津木警防課長、答弁。
〇宇津木三十夫警防課長　派遣中に体調を崩した者がおったかということなのでございますけれども、特に体調を崩した者はございませんでした。
　　次に、派遣時の放射能の関係なのですが、派遣時の緊急援助隊からの情報では、福島原発から20から30キロ圏内、放射能が60マイクロシーベルト以下ということで、これはレントゲンの線量ぐらいということでございました。当消防組合の救急隊が野営いたしました本宮総合体育館における放射線量につきましては、屋外で３から４マイクロシーベルト、屋内では0.3マイクロシーベルト程度でございました。派遣した隊員の積算量につきましては、約40マイクロシーベルトということでございまして、レントゲン以下の線量でおさまっているということで、特に体調に変化等はございません。
　　次に、今回東日本大震災に伴う緊急消防援助隊として、当消防組合の活動経費につきましては、どうなるかということでございますが、国が負担することになっております。緊急消防援助隊活動費負担交付要綱に基づき現在積算し、申請することになっております。
　　以上でございます。
〇水村義篤議長　２番・松村和子議員。
〇２番（松村和子議員）　２番、松村和子、再々質疑を行います。
　　どうも詳しいご答弁ありがとうございました。ただ、ちょっとひっかかるのが、20キロから30キロ圏内で大丈夫だと、レントゲン程度であると言われておりますが、長期にわたって滞在したということでもないので、１年間でという計算になりますけれども、それでもやはり一時的に多量の放射能を浴びると問題も残るかもしれないので、今後検査ぐらいはしたらどうかなというふうに、私はしてもらいたいというふうに思うのですけれども、この点については、国のほうからも指示が来ていないのでしょうか、その辺の点がちょっとひっかかりますので、よろしくお願いします。
　　あとは、積算の段階ということでございまして、積算がほぼ出ていたら、何と何と何が大体出るのかと。持ち出しはなかったかとか、そういうことについてお尋ねしておきたいと思います。
　　以上です。
〇水村義篤議長　加藤庶務課長、答弁。
　　暫時休憩します。
　　　　休憩　午前１０時３５分
　　　　再開　午前１０時３７分
〇水村義篤議長　再開いたします。
　　加藤庶務課長、答弁。
〇加藤公司庶務課長　それでは、ただいまのご質問の中の庶務関係についてお答え申し上げます。
　　派遣隊員の健康検査の関係でございますが、こちらにつきましては、メンタルヘルスの関係も含めまして、帰署後各所属において所属長等による面接を行うとともに、勤務状況等を注視してまいりましたが、幸いにして現在のところ心身ともにそういった所見が見られる隊員はおりません。しかしながら、長い年月を経て発症することもあるようでございますので、今後におきましても継続的に注視し、必要に応じて検査等の対応もしてまいりたいと考えております。
　　以上でございます。
〇水村義篤議長　宇津木警防課長、答弁。
〇宇津木三十夫警防課長　経費の関係でございますが、認められる経費につきましては、特殊勤務手当、時間外勤務手当などの人件費、派遣先及び活動時の燃料費、現地で使用した消耗品費や隊員が消費した非常食等の食糧費でございます。当消防組合といたしまして申請する金額については、約268万円でございます。人件費につきましては、おおよそ205万円、燃料費等が14万円、食糧費等が48万円ぐらいになります。
　　以上でございます。
〇水村義篤議長　よろしいですか。
　　　　（「はい」の声）
〇水村義篤議長　ほかに。
　　　　（「なし」の声）
〇水村義篤議長　質疑を終結いたします。
　　これより討論に入ります。
　　　　（「なし」の声）
〇水村義篤議長　討論なしと認め、討論を終結いたします。
　　これより議案第７号を採決いたします。
　　本案は原案のとおり承認することにご異議ありませんか。
　　　　（「異議なし」の声）
〇水村義篤議長　ご異議なしと認めます。
　　よって、本案は原案のとおり承認されました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第８号の質疑、討論、採決
〇水村義篤議長　次に、日程第８・議案第８号・「坂戸・鶴ヶ島消防組合監査委員の選任について」に対する質疑に入りますが、この際地方自治法第117条の規定により内野嘉広議員の退席を求めます。
　　　　（３番「内野嘉広議員」退席）
〇水村義篤議長　これより質疑に入ります。
　　　　（「なし」の声）
〇水村義篤議長　質疑を終結いたします。
　　これより討論に入ります。
　　　　（「なし」の声）
〇水村義篤議長　討論なしと認め、討論を終結いたします。
　　これより議案第８号を採決いたします。
　　本案は原案のとおり同意することにご異議ありませんか。
　　　　（「異議なし」の声）
〇水村義篤議長　ご異議なしと認めます。
　　よって、本案は原案のとおり同意されました。
　　内野嘉広議員の復席を求めます。
　　　　（３番「内野嘉広議員」復席）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第９号の質疑、討論、採決
〇水村義篤議長　次に、日程第９・議案第９号・「財産の取得について（高規格救急自動車）」に対する質疑に入ります。
　　１番・新井文雄議員。
〇１番（新井文雄議員）　１番、新井文雄です。議案第９号・「財産の取得について（高規格救急自動車）」について１点質疑をします。
　　３ページ目の入札経過調書の関係です。これを見ますと、６月７日に入札をされて、埼玉トヨタ自動車と埼玉日産自動車の２社の入札というふうになっております。この指名は、どうして２社と少ないのか、その辺の内容についてお伺いします。
〇水村義篤議長　加藤庶務課長、答弁。
〇加藤公司庶務課長　お答え申し上げます。
　　入札が２社ということの理由でございますが、業者の選定につきましては、指名参加者名簿の中から業種が車両、分類が消防車両で登録されている業者のうち、救急自動車を取り扱っている業者を指名したものでございますが、埼玉トヨタ自動車及び埼玉日産自動車ともに入札に対する窓口を一本化したことによりまして、結果的に２社となったものでございます。
　　以上でございます。
〇水村義篤議長　１番・新井文雄議員。
〇１番（新井文雄議員）　昨年度だったと思うのですけれども、確かに同じトヨタか日産が２社ということであったというふうに記憶をしております。先ほどの答弁からすると、今後もトヨタ、日産ということであると、２社の入札になるというふうにとれるのですが、その辺のことについてどう考えているのか考え方と、もう一点、この種の高規格救急自動車、２社以外の他のメーカーの現状はどういうふうになっているのか、質疑します。
〇水村義篤議長　加藤庶務課長、答弁。
〇加藤公司庶務課長　お答え申し上げます。
　　現在救急自動車を取り扱っている業者は、トヨタと日産の２社のみでありまして、近隣の消防本部の状況を見ましても２社での入札が多くなっている状況でございます。しかしながら、今後も積極的に情報収集等を行い、競争原理が働くよう検討してまいりたいと考えております。
　　また、この２社以外のメーカーの状況でございますが、当初、三菱、いすゞ等も救急自動車を取り扱っておりましたが、ベース車両のモデルチェンジ等に伴い、既に撤退している状況でございます。
　　以上でございます。
〇水村義篤議長　よろしいですか。
　　６番・山中基充議員。
〇６番（山中基充議員）　６番、山中基充でございます。議案第９号・「財産の取得について」質疑をさせていただきます。
　　まず、この次の議案第10号でも出てまいりますけれども、こういう特殊車両ということで、かなりの高額ということでもございますけれども、こういった更新に関する計画、根拠等は、あるかどうかということと、今回それに当てはまっての21万キロというキロ数走っておりますけれども、その辺に準拠する形で、この時期の更新としては、大丈夫であったのかということについて伺いをさせていただきます。
　　あともう一点といたしましては、今入札に関してもご質疑ありましたけれども、落札価格、落札率として94.5％という率で、かなりの高い落札率という形になっておりますけれども、この点についてご説明をお願いいたします。
〇水村義篤議長　宇津木警防課長、答弁。
〇宇津木三十夫警防課長　車両の整備計画についてでございますが、基準年数により具体的な車にいきますと、消防車両につきましては15年、救急車につきましては８年から10年、ほかの車両は17年とか決まっております。車両の整備計画につきましては、現在非常に厳しい財政状況の中でありますが、構成両市と協議するとともに、議会のご理解を得ながら、引き続き消防力の充実強化に努めてまいりたいと考えておりますので、ご理解いただきたいと存じます。
　　なお、今回更新いたします東救急１号車につきましては、大きなトラブルはございません。故障時は予備車を配置しまして修理して対応してまいりました。
　　以上でございます。
〇水村義篤議長　加藤庶務課長、答弁。
〇加藤公司庶務課長　ご質問の中の落札率が高いことについてにつきましてお答え申し上げます。
　　坂戸市及び鶴ヶ島市とも財政状況が厳しい中、消防車等の見積もり段階で、シャーシー及び艤装に係る経費の積算を十分精査した上で、必要最低限の経費をもって予算措置したものと理解をしております。
　　以上でございます。
〇水村義篤議長　よろしいですか。
　　６番・山中基充議員。
〇６番（山中基充議員）　６番、山中基充でございます。私が議員になって最初にこの消防議員にさせていただいて、最初に経験させていただいたのが、はしご車の助成ということで、その金額がやっぱり１億を超えるということでございまして、特殊車両、当組合といたしましても、今回のポンプ車にいたしましても、また高規格救急車にいたしましても、また次の議案のポンプ車にいたしましても、そういった形でかなり高額ということもございまして、ただその１つ１つがある程度既製のものではなくて、こちらで企画をして出すというものであるということも理解をしてございます。適正に今後とも執行されることを要望いたしまして、私の質疑とさせていただきます。
〇水村義篤議長　ほかに。
　　２番・松村和子議員。
〇２番（松村和子議員）　２番、松村和子。議案第９号・「財産の取得につきまして」質疑を行います。
　　私は、提案理由を見ましたら、消防体制の整備充実のため、上記のとおり財産を取得したいということで、整備充実ということで、新車を増車するのかなと一瞬思ったのですけれども、ご説明を伺いましたら、21万キロを超えるので、今回買いたいというような中身でございました。今回のいただきました消防の統計を見ましても、5,500人がことしの平成22年5,500人が6,200人と大幅に搬送人員が、出場件数が増えていて、そういう検討はできなかったかなということがちょっと気になったもので質疑をしているのですけれども、その点は増車の検討はできなかったかとかいうことについてお尋ねしておきたいと思います。
〇水村義篤議長　宇津木警防課長、答弁。
〇宇津木三十夫警防課長　救急車の増車についてのご質問でございますが、救急出場件数につきましては、平成17年をピークに減少しておりましたが、平成22年につきましては増加に転じ、初めて6,000件を超えました。これが一過性のものなのか継続するものなのかというところで、現在まだはっきりしない部分があります。今後の出動件数等の推移を見ながら検討してまいりたいと存じます。
　　以上です。
〇水村義篤議長　よろしいですか。
　　２番・松村議員。
〇２番（松村和子議員）　２番、松村、再質疑を行います。
　　ただいまご答弁いただきまして、今後の推移を見ながらということでございます。今私ども何件か緊急出動をしていただいた方の話を聞きますと、大体30分から40分ぐらい、要するに病院に搬送できないでいるというようなお話等が幾つか来ているのです。そういった待ち時間が、待ち時間というのは、搬送時間がかかること。また、件数が多いことなどを見て、本当に救急体制というのが大変な状況にあるなというふうに考えたのですが、思ったのですけれども、実際全部私見ているわけではありませんので、平均最高幾ら、最高どのくらいで、どのぐらい搬送できないでいるのかの時間について。また、ということで、あと夏の今暑さの中で、熱中症なども増えています。くると思いますが、そういった点での対応というのは、心配ないのかなというふうに思ったのですが、その点についてお尋ねします。
〇水村義篤議長　宇津木警防課長、答弁。
〇宇津木三十夫警防課長　救急所要時間の関係なのですけれども、救急隊が傷病者に適した医療機関を選定して収容依頼しているわけでございますが、現在夜間につきましては、埼玉県広域災害救急医療情報システムが現在運用されておりまして、これを活用して傷病者に適した医療機関をより選定しやすくなりますので、収容医療時間の受け入れ収容回数が減り、時間も短縮できることを願っているところでございます。それと、どのくらいかかったかということの、長い、最高にかかったのはどのくらいかということなのですが、ちょっと手元に資料がございません。ただ、ちょっと精神疾患の方で現場滞在時間が110分というのは、これが恐らく一番時間かかっているかと予想しております。
　　以上でございます。
〇水村義篤議長　よろしいですか。
　　　　（「いいです」の声）
〇水村義篤議長　ほかに。
　　　　（「なし」の声）
〇水村義篤議長　質疑を終結いたします。
　　これより討論に入ります。
　　　　（「なし」の声）
〇水村義篤議長　討論なしと認め、討論を終結いたします。
　　これより議案第９号を採決いたします。
　　本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。
　　　　（「異議なし」の声）
〇水村義篤議長　ご異議なしと認めます。
　　よって、本案は原案のとおり可決されました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第１０号の質疑、討論、採決
〇水村義篤議長　次に、日程第10・議案第10号・「財産の取得について（消防ポンプ自動車）」に対する質疑に入ります。
　　　　（「なし」の声）
〇水村義篤議長　質疑なしと認め、質疑を終結いたします。
　　これより討論に入ります。
　　　　（「なし」の声）
〇水村義篤議長　討論なしと認め、討論を終結いたします。
　　これより議案第10号を採決いたします。
　　本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。
　　　　（「異議なし」の声）
〇水村義篤議長　ご異議なしと認めます。
　　よって、本案は原案のとおり可決されました。
　　暫時休憩いたします。
　　　　休憩　午前１０時５３分
　　　　再開　午前１１時０３分
〇水村義篤議長　休憩前に引き続き会議を開きます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎一般質問
〇水村義篤議長　日程第11・一般質問を行います。
　　通告者は１人であります。
　　発言を許可します。
　　６番・山中基充議員。
　　　　（６番「山中基充議員」登壇）
〇６番（山中基充議員）　６番、山中基充です。ただいま議長より発言の許可をいただきましたので、これより私の一般質問を行わせていただきます。
　　１、ＢＣＰ、業務継続計画の策定を。有事の際、どの事業が中断可能か。中断はできないが縮小して継続可能か、一時的に中断可能か、すべての職員が優先業務の重要性を理解することが求められるＢＣＰ、業務継続計画を策定する意義は大きく、消防組合の事業を見直す機会にもなります。
　　（１）として、震災等の大規模災害の際、消防組合としての行動計画についてお伺いをいたします。
　　（２）３月の11日の東日本大震災において、我が坂戸・鶴ヶ島消防組合は、消防庁からの要請により初めての緊急消防隊の派遣ということでございましたけれども、岩手県陸前高田市へ、また福島県本宮市ほかに出動されました。それぞれ野営をされながら、また原発の情報など具体的なものがない中で遺体の発見等のほか、巡回診療への随行などの任務を行われました。何よりも、未曾有の震災の現場で感じ、学ばれたことが、今後の業務にも生かされていくものと思われます。今回の出動は、消防庁からの要請でしたが、震災等の大規模災害の際の指令系統、他の消防組合との連携についてお伺いいたします。
　　（３）インフルエンザに対するＢＣＰは作成されたと伺っておりますが、震災版ＢＣＰの作成について当組合のお考えをお伺いをいたします。
　　大きな２番として、広域化と消防団について、平成24年度の実現に向け、日高、所沢、狭山、入間、飯能による第４ブロックの協議会が設置されたと伺っております。広域化がなされた場合、消防団はおのおの市の直轄となりますが、出初め式や操法大会、特別点検も含め、坂戸、鶴ヶ島は別々に行われるようになるのでしょうか、そこでお伺いをいたします。
　　（１）鶴ヶ島市、坂戸市に含まれる第３ブロックの状況について。
　　（２）消防団の現状と広域後のあり方についてお伺いいたします。
　　大きな３番目として、緊急医療情報キットについて。鶴ヶ島市として、緊急情報カードが民生委員さんを中心に配布をされております。
　　（１）消防組合としての対応について。
　　（２）東京都港区が全国初の事業として平成20年５月にスタートした緊急医療情報キットの配布ですが、この緊急情報カードを発展させてこのキットの配布について当組合のお考えをお伺いいたします。
　　以上で、私の１回目の質問とさせていただきます。
〇水村義篤議長　石井消防長、答弁。
　　　　（石井利幸消防長登壇）
〇石井利幸消防長　山中議員さんからの３項目７点にわたりますご質問に順次お答え申し上げます。
　　最初に、震災等の大規模災害の際、消防組合としての行動計画はとのご質問でございますが、このような場合には、坂戸・鶴ヶ島消防組合警防業務に関する規則に基づく警防本部設置規定により、消防長を本部長とする警防本部を設置し、消防体制の強化を図ります。また、人員増強のため、非常召集計画に基づき職員を召集し、警防本部の運営に必要な班編成を行うとともに、地域の実情を身近で把握しております消防団と協力してこれに対応いたします。さらに、当消防組合の消防力では対応し切れない災害の場合には、坂戸・鶴ヶ島消防組合受援計画に基づき、近隣消防本部や埼玉県下の消防相互応援協定による応援要請、埼玉県特別機動援助隊の応援要請を行うこととなります。また、今回の大震災のように、県内の消防本部では対応し切れないような場合には、知事による消防庁長官への緊急消防援助隊の応援要請となるわけでございます。
　　次に、震災等の大規模災害の際の指令系統、他の消防組合との連携についてでございますが、応援隊は、基本的には派遣先の指揮下で活動することとなります。
　　なお、緊急消防援助隊につきましては、当該隊の指揮支援隊と当消防組合の警防本部とで調整を図りながら全体の統制を図るものでございます。また、指令系統につきましては、応援隊の車両に登載しております無線の県内共通波、あるいは全国共通波により行うものでございます。
　　次に、震災版ＢＣＰの策定についてでございますが、現在当消防組合で策定してあります警防業務に関する規則及びこれに基づく警防本部設置規定、非常召集計画、受援計画等の諸規定が震災時の行動計画そのものであると理解をしております。
　　なお、平素からこれらの規定に基づく訓練を行っておりましたので、今回の震災への対応は、円滑にできたものと考えております。今後におきましても、この今回の貴重な経験を生かし、消防体制のより一層の充実強化を図り、17万市民の安心、安全の確保に努力してまいりたいと考えておりますので、ご理解を賜りたいと存じます。
　　次に、消防の広域化に関する２点のご質問にお答え申し上げます。はじめに、鶴ヶ島市、坂戸市の含まれる第３ブロックの状況についてでございますが、平成20年３月に作成されました埼玉県消防広域化推進計画では、県内を７ブロックにする計画であり、この中で坂戸市、鶴ヶ島市を含む21市町村を管轄する６消防本部が第３ブロックに所属しております。この第３ブロックの状況は、平成21年度に６消防本部による勉強会が３回開催されましたが、それ以降現在までのところ進展がない状況でございます。
　　次に、消防団の現状と広域後のあり方についてでございますが、消防団は、火災をはじめとする各種災害への対応のほか、地域住民を対象とした消防訓練の開催、また最近では消防職員と連携して高齢者宅等への住宅用火災警報器の設置協力や、ひとり暮らし、寝たきり高齢者宅の訪問、防火指導にも積極的に取り組んでいただいております。また、全国的な課題でもある消防団員の確保につきましては、鶴ヶ島市消防団では平成19年度から53名の定数が維持されてまいりましたが、本年度は１名の欠員が出ている状況でございます。
　　なお、坂戸市消防団では、現在定数243名のところ、女性消防団員16名を含め実員229名で、欠員14名という状況にありますことから、団員みずからによる新入団員確保検討委員会の立ち上げをはじめとする種々の施策に取り組んでいるところでございます。
　　また、広域後の消防団のあり方についてでございますが、消防団が関係する主な行事は、消防出初め式、特別点検及びポンプ操法大会などがあり、当消防組合ではこれらを両市消防団が合同で行っております。一方、第３ブロック内の他の消防団では、その開催方法も消防団ごと、複数の消防団が合同、あるいは消防組合内にて合同で実施するなどさまざまな状況でございます。一例を申し上げますと、朝霞、志木、和光、新座の各市を管轄する埼玉県南西部消防本部では、それぞれの市で消防団事務を実施しており、消防出初め式等の行事もそれぞれ実施している状況でございます。
　　なお、広域化の進展している所沢市を中心とした第４ブロックでも中間報告によりますと、消防団事務につきましては、いまだ検討中とのことでございます。いずれにいたしましても、広域化の動きが進展していく中で検討される課題であり、ブロック内の構成市町村の意向を踏まえるとともに、消防団及び議会をはじめとする関係機関とも十分協議を重ね、研究していく必要があるものと考えておりますので、ご理解を賜りたいと存じます。
　　次に、救急医療情報キットについてのご質問のうち、消防組合としての対応についてでございますが、本年の３月に坂戸市、鶴ヶ島市から平成23年度事業で救急医療情報キットにかわるものとして、同様な内容を記載した救急情報カードの作成についての相談があり、こちらの意見も幾つか反映していただいたところでございます。鶴ヶ島市におきましては、５月から民生委員さんが65歳以上の高齢者の希望者に配布し、公共施設におきましても希望者に配布しているとのお話でございます。坂戸市におきましても、同様の救急情報カードを作成し、配布する計画を進めていると聞いております。また、坂戸市浅羽野地域自主防災組織連合会では、独自に緊急時救急救命情報カードという名称で作成し、浅羽野地区の各戸に既に配布していると聞いております。いずれにいたしましても、高齢者のみの世帯やひとり住まいの高齢者が年々増加する状況の中で、救急情報カード等が現場にあれば、救急活動を行う上で非常に有効なものと考えており、当消防組合といたしましても、今後の普及に協力してまいりたいと考えているところでございます。
　　最後に、救急医療情報キットの配布についてでありますが、調べましたところ、配布形態や記載内容等に違いこそあれ、全国的に普及が進んでいる状況にあるようでございます。しかしながら、構成両市では、まだこの救急医療情報キットにかわる救急情報カードの事業が開始された段階でございますので、今後におきましても、現場の救急隊の意見も参考に、改善するところがあれば、構成両市の担当者とも十分協議し、この救急情報カードを有効に活用してまいりたいと考えておりますので、ご理解を賜りたいと存じます。
　　以上でございます。
〇水村義篤議長　よろしいですか。
　　６番・山中基充議員。
〇６番（山中基充議員）　６番、山中基充でございます。再質問を行わさせていただきます。詳しいご答弁、消防長にご登壇いただいてのご答弁、ありがとうございました。
　　ＢＣＰ、業務継続計画に関しましては、私自身既に消防組合としてつくられているインフルエンザに関するものを拝見をさせていただきました。同時に、鶴ヶ島市のものも見させていただいたのですけれども、やはり専門性といいますか、特にそういう災害対策の最前線でいるこの組合のインフルエンザに関するＢＣＰに関しては、より具体的なものであって、その点に関しましては、やっぱり現場の即したものであるということで理解をしたところでございます。
　　また、ご答弁にもありましたけれども、この消防組合の業務自体が、ある意味インフルエンザの場合は、人が減るということでありまして、特にまた医療関係の出動が増えるということが想定されますので、それに対する対応できますけれども、大災害に関しましては、すべてのものをでき得る限りのことをやっていくという、今ご答弁にあったとおりでございまして、そのための訓練等もされているということでございまして、今回はその中身について確認をさせていただいて、またいろいろと今回の震災に関しましていろいろと学ばれることも多かったということで、今後に生かしていきたいというご答弁もございましたので、そういったものを生かして、今後の業務に遂行していただきたいということで、業務継続計画、特にこの組合においては、震災関係に関しましては、すべてを対応するということで、インフルエンザのようなものは、策定されないということについては理解をし、また今申し上げたようなことに関しては、ご要望とさせていただきたいと思います。
　　また、広域化と消防団についてでございまして、これは業務継続計画のときにも申し述べさせていただいたとおり、こういった大災害のときには、やはり例えば坂戸・鶴ヶ島の消防組合だけでは対応し切れないということがあると。やっぱり広域化というのは、いろいろな面でデメリットも、例えば地域密着でないというようなことで言われる場合もありますけれども、その流れは、なかなかそれをとめることはできないし、逆に必要性が生じたということだというふうに理解してございます。今年度埼玉新聞の23年の５月13日の新聞の中には、広域化の促進をということで、当組合の管理者でございます伊利市長のほうからも、法を改正してでも埼玉消防庁をつくっていただきたいというような踏み込んだお話もあったということでございまして、こういった流れというのは、やはり必要なのかなというふうに思っておりますが、今回の震災を受けて、当組合としてどのように取り組まれるのか、改めてお伺いをさせていただきたいというふうに思っております。
　　最後に、緊急医療情報キットについてでございます。緊急情報カードというのは、こういったものでございまして、これをただ、こういったもの、通告に黄色いただの紙で、それを冷蔵庫の上に張るということで、今鶴ヶ島市が先行して、坂戸市も計画をされているということでご答弁いただきました。この場合ですと、どうしてもプライベートのものが常に冷蔵庫のところに出しっ放しということにつながりますので、私が求めているこの緊急キットというのは、冷蔵庫の中にペットボトル等を活用しながら、また専門のケース等に入れて置いておく。そして、冷蔵庫のところには、そういったものが入っていますよというシールを張って、また玄関のところにもそれを張って、救急隊員が来たときにこの家の冷蔵庫の中にはそういったものがあると、瞬時にわかるような仕組みでございまして、そういったものまでしていかなければ、そういう形まで発展させていただきたいなという思いもありまして、今回質問させていただきました。また、ご答弁にありましたように、その事業自体は、構成市が行うべきものでございますので、今いろいろとその導入された、既に先進地の例を見ますと、消防組合としても、緊急に救急することが精いっぱいで、なかなかそっちのほうに対応がし切れないので、最初は難色を示されたということも伺っております。ただ、今答弁にいただいたように、当組合としては、その利用に対して協力していきたいというようなご答弁もいただいておりますので、今後構成市の取り組みに積極的にかかわっていただいて、またそれに対して取り組んでいただければということで、こちらも要望とさせていただきます。１点、消防組合の広域化について改めてお伺いをさせていただきます。
〇水村義篤議長　石井消防長、答弁。
〇石井利幸消防長　お答え申し上げます。
　　今回の震災で当消防組合が職員を派遣いたしました陸前高田市は、消防職員の定数が35名の小規模な消防本部でございます。当時現地ではこの職員がそれこそ不眠不休とも言える活動を余儀なくされていたとの報告を帰庁した隊員から受けました。これを聞き、同じ消防職員として身につまされるとともに、市町村管理の消防の限界と広域化の必要性を痛感したところでございます。このような例に接する以前から、当消防組合では埼玉県を１つとする広域化を要望してきたところであり、今後も構成両市と十分な連絡調整を図りつつ、この基本姿勢に立って対応してまいりたいと考えておりますので、ご理解を賜りたいと存じます。
　　以上でございます。
〇水村義篤議長　よろしいですか。
〇６番（山中基充議員）　はい。
〇水村義篤議長　以上で一般質問を終了いたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎閉議の宣告
〇水村義篤議長　以上をもちまして、今期定例会の議事はすべて終了いたしました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議長のあいさつ
　　　　（水村義篤議長起立）
〇水村義篤議長　閉会に当たり、一言ごあいさつを申し上げます。
　　議員の皆様のご理解とご協力を賜り、閉会の運びとなりましたことに対し深く感謝を申し上げます。
　　これから厳しい夏の暑さを迎え、議員各位にはくれぐれもご自愛をいただくとともに、今後とも地域の進展と消防行政推進のため、なお一層のご尽力を賜りますようお願いを申し上げまして、閉会のごあいさつといたします。
　　ありがとうございました。
　　　　（水村義篤議長着席）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎管理者のあいさつ
〇水村義篤議長　伊利管理者からあいさつのため発言を求められておりますので、これを許します。
　　伊利管理者。
　　　　（伊利　仁管理者登壇）
〇伊利　仁管理者　議長からお許しをいただきましたので、閉会に当たりまして御礼のごあいさつを申し上げます。
　　議員の皆様方には大変ご多用の中、平成23年７月第２回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会に全員の方のご出席を賜りまして、まことにありがとうございました。また、本議会におきまして人格・識見ともに大変ご立派な副議長さん、また監査委員さんをご選任をいただきました。心からお祝いを申し上げるとともに、今後ともご健勝にて本組合発展のためにご指導、ご活躍を賜りますようにお願いを申し上げるところであります。
　　また、提出議案５件につきましてご審議を賜り、いずれも承認、同意または可決をいただいたわけでございまして、心から厚く感謝を申し上げる次第であります。
　　それでは、２月議会定例会以降の各種事業並びに火災等の概要につきましてご報告を申し上げます。
　　はじめに、各種事業についてでありますが、３月６日、坂戸市立入西小学校におきまして、火災予防運動の一環として、坂戸市消防団消防演習が、消防団員はもとより、入西地区住民約200名の参加のもと行われ、消火活動技術の向上及び防火思想の普及に大きな成果を上げることができました。３月20日には、救急救命士の国家試験が行われ、新たに２名が資格を取得し、当組合における救急救命士は31名となりました。また、今年度におきましても２名の職員を派遣予定であり、いずれも８月以降の入校を予定をいたしているところであります。
　　４月３日には、坂戸市消防団並びに鶴ヶ島市消防団の辞令交付式を挙行いたしました。議員各位には早朝からご出席をいただき、まことにありがとうございました。
　　６月８日には、「危険物安全週間」の一環として、坂戸市千代田五丁目のサンエー精工株式会社坂戸事業所の特別査察を、また、10日には早朝から危険物施設である24時間営業の給油取扱所の特別査察を行いました。
　　６月21日、22日には、今年度第１回防火管理者資格取得講習会を開催をし、各種事業所から59名が受講され、資格を取得をされました。
　　次に、火災件数でありますが、本年１月から６月までの火災件数は42件で、前年同期と比較いたしますと11件の増となっております。このうち建物火災は19件であります。
　　次に、救急出場件数でありますが、本年１月から６月までの救急出場件数は3,048件で、前年同期と比較いたしますと31件の増となっております。当消防組合といたしましても、今回の東北地方大平洋沖地震の被災地の貴重な教訓を生かし、近い将来に発生することが危惧されております、東海・東南海・南海連動型地震、あるいは台風の襲来などの自然災害等、ますます複雑多様化する各種災害に的確に対応し、住民の負託にこたえるべく万全を期してまいる所存でありますので、今後とも議員各位には変わらざるご支援、ご指導を願ってやまない次第であります。
　　ここに、議員の皆様方のご理解とご協力をいただき、本日の定例会が滞りなく終了できましたことに対しまして、心から御礼を申し上げますとともに、いよいよ暑さも厳しさを増してまいります。皆様方には、ご健康には十分ご留意いただくとともに、ますますのご活躍をお祈り申し上げまして、ごあいさつといたします。
　　ありがとうございました。
　　　　（伊利　仁管理者降壇）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎閉会の宣告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（午前１１時２５分）
〇水村義篤議長　これをもちまして、平成23年７月第２回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会の議事を閉じ、閉会といたします。
